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3月16日（土）～6月23日（日）
境界を見つめる、超える、ずらす、そして、新しい境
界線をひく……「境界」をキーワードに多様な視点
から作品を眺めていただく展覧会です。

関連イベント
■学芸員によるギャラリートーク
4月27日（土）、5月18日（土）
いずれも16：00～（約45分）
エントランスホールに集合
参加無料（要観覧券）

■ミュージアム・ボランティアによるガイドツアー
会期中の金・土・日曜日　13：00～（約45分）
エントランスホールに集合
参加無料（内容により要観覧券）

6月1日（土）～7月21日（日）
本展では、印象派の挑戦とその後の美術の歴史
の多様な展開を、吉野石膏コレクションの名品の
数 で々ご覧いただきます。

3月16日（土）
～5月26日（日）
10：00～17：00　
ギャラリー棟3階にて　
入場料：一般1,400円、
大高生1,000円、
小・中学生600円

主催：関西テレビ放送、読売新聞社、東映
問合せ先：ハローダイヤル　050-5541-8600
　　　　（～5月27日　全日8：00～22：00）

4月27日（土）・28日（日）
毎年4月に設けている「美術館の日」は、2002年4
月6日に兵庫県立美術館が開館したのを記念する
日です。2日間にわたり多彩なプログラムを開催！

建築家・安藤忠雄氏の作品模型等を展示するた
めの展示棟が新たにオープンします。
オープン日：５月23日（木）
展示内容：安藤忠雄の原点、震災復興プロジェクト、
　　　　 兵庫の建築、最新プロジェクト、建築関
　　　　 係等図書
入場料：無料

■ 美術館の調べ
４月６日（土）
遠藤優美ピアノリサイタル
＜演奏曲目＞ショパン「バラード第3番 
作品47」「ピアノソナタ第3番 作品57」 ほか
＜出演者のひと言＞ショパンの名曲を中心に演奏
させて頂きます。春のひと時、どうぞごゆっくりお
楽しみ下さい。◎遠藤優美（ピアノ。京都市立芸術
大学大学院音楽研究科修士課程修了。今秋から
イギリス Royal Northern College of Musicに入
学予定）
アトリエにて　14：00～　無料
―
■ 美術館の調べ
４月13日（土）
大嶋真規子
ソプラノリサイタル
～春風にのせて届ける
　　　　透明色の歌声～
＜演奏曲目＞小林秀雄 演奏会用アリア「すてきな
春に」／モーツァルト モテット《踊れ、喜べ、幸い
なる魂よ》
＜出演者のひと言＞暖かくなり木々の緑も色鮮や
かになる季節！春風にのせてすてきな旋律をお届
けします。◎大嶋真規子（ソプラノ。大阪音楽大学
音楽学部声楽学科卒業、関西二期会オペラ研修
所修了。神戸新人音楽賞コンクール優秀賞、摂津
音楽祭奨励賞受賞。関西二期会準会員）◎辻未帆
（ピアノ。大阪音楽大学卒業、同大学院ピアノ研究
室修了。KOBE国際学生音楽コンクール最優秀賞
並びに兵庫県知事賞受賞）
アトリエにて　14：00～　無料
―
■ 美術館の調べ
４月20日（土）
ピアノトリオ
コンサート
＜演奏曲目＞ラヴェル「ピアノ三重奏曲 イ短調」／
クライスラー「コレルリの主題による変奏曲」 ほか
＜出演者のひと言＞ラヴェルのピアノトリオに挑戦
します。名曲ですが大変な難曲です。気合いを入
れて臨みます。◎高岸杏奈（ピアノ。京都市立芸術
大学５年在学中）◎月嶹アミ（ヴァイオリン。東京
藝術大学４年在学中）◎森百々恵（チェロ。第72
回全日本学生音楽コンクールチェロ部門大学の部
名古屋大会第２位、全国大会入選）
アトリエにて　14：00～　無料
―
■ 美術館の調べ
４月27日（土）
井上由貴奈ピアノリサイタル
～ピアノでつづるフランス～
＜演奏曲目＞ラヴェル「ソナチネ」「水の戯れ」／
ドビュッシー「喜びの島」「前奏曲集第１集より」
＜出演者のひと言＞フランス留学で学んだフラン
スの作曲家の“ちょっと不思議だけど美しくおしゃ
れ”な作品をお届けします。◎井上由貴奈（ピアノ。
同志社女子大学音楽学科卒業。パリ地方音楽院
演奏家課程修了。伊アレッサンドリアピアノコンク
ール2位）
アトリエにて　14：00～　無料
―

■ 美術館の調べ
５月４日（土・祝）
太田裕子
ソプラノコンサート
～アモーレは不思議の国？～
＜演奏曲目＞マウロ・ジュリアーニ「６つのアリエッ
タ」／G.ロッシーニ「約束」／小林秀雄「すてきな
春に」 ほか
＜出演者のひと言＞連休真っ只中の「みどりの日」
に美術館で絵と音による不思議の国をお楽しみ頂
きたいと思います。◎太田裕子（ソプラノ。大阪音
楽大学大学院オペラ研究室修了。なにわ芸術祭
新人奨励賞など受賞。関西歌劇団正団員、関西歌
曲研究会会員、神戸音楽家協会会員）◎片桐えみ
（ピアノ。大阪音楽大学卒業。同大学ザ・カレッ
ジ・オペラハウス専属ピアニストを経て渡伊。声楽
伴奏ピアニストとして活動。神戸音楽家協会、イタ
リア声楽協会各会員）
アトリエにて　14：00～　無料
―
■ 美術館の調べ
５月12日（日）
白石愛子・市川麻里子
デュオコンサート
～ウィーン、わが夢の街～
＜演奏曲目＞モーツァルト「ピアノソナタ第13番 変
ロ長調 K.333」より／シューベルト「鱒」／ブラーム
ス「５月の夜」 ほか
＜出演者のひと言＞音楽の都ウィーンで時を同じ
くして研鑽を積んだ２人によるデュオコンサート。
ピアノソロと歌をお楽しみ下さい。◎白石愛子（メ
ゾソプラノ。兵庫教育大学卒業、同大学院修了。ウ
ィーン音楽院を最優秀の成績で修了。姫路大学
教育学部助教）◎市川麻里子（ピアノ。武庫川女
子大学卒業、同大学専攻科修了。プライナー音楽
院ピアノソロ科を最優秀の成績で修了。武庫川女
子大学音楽学部演奏員）
アトリエにて　14：00～　無料
―
■ 美術館の調べ
５月18日（土）
竹野有紀ピアノリサイタル
～ドイツの旅－菩提樹vol.1～
＜演奏曲目＞ベートーヴェン「ピアノ・ソ
ナタ第26番『告別』Op.81a」／シューベルト「３つ
のピアノ曲D946」 ほか
＜出演者のひと言＞ドイツ留学で培った様 な々経
験から今日に感謝し、各作曲家のメッセージを私
の音でお伝え出来れば幸いです。◎竹野有紀（ピ
アノ。京都市立芸術大学、ミュンスター音楽大学大
学院首席卒業。国家演奏家資格取得、特別賞）
アトリエにて　14：00～　無料
―
■ 美術館の調べ
５月25日（土）
ピアノと旅する幻想の世界
～小野文ソロコンサート～
＜演奏曲目＞武満徹「雨の樹 素描II
－オリヴィエ・メシアンの追憶に－」／バッハ「半音
階的幻想曲とフーガ ニ短調 BWV903」 ほか
＜出演者のひと言＞バロックから現代まで、作曲
家たちが楽譜に映した幻想の世界をピアノとお話
で巡ります。◎小野文（ピアノ。大阪音楽大学ピアノ
専攻を首席卒業、同大学院修了）
アトリエにて　14：00～　無料
―

５月26日（日）
チャリティコンサート
安藝榮子と仲間たち
～ミューズ達の午後～
＜演奏曲目＞パンツェリ「夢見る想い」／ビゼー「オ
ペラ『カルメン』より『ハバネラ』」　ほか
＜朗読＞Muse Mugendai「ショート ショート」
＜出演者のひと言＞個性的な歌手達とMuse 
Mugendaiの朗読のコラボレーション。会場全員で
の「ふるさと」合唱も楽しみです。◎安藝榮子（ソ
プラノ。日伊コンコルソ始め数々のコンクールで大
賞受賞。「安藝榮子と仲間たちチャリティコンサー
ト」を主催し収益を被災地に送っている）◎菅野
千賀（メゾソプラノ）◎神原由紀子（ソプラノ）◎
幸野紀子（ピアノ）
◎Muse Mugendai（夢限大＝岡田京子率いる朗
読アナウンスグループ。出演は千葉恵美、片岡朋恵、
小寺澤康代）
アトリエにて　14：00～　全席自由2,500円

■ 落語の会
4月29日（月・祝）
晩酌は晩酌にして
　　　　　　外は外　五郎
＜口演演目＞露の吉次「子ほめ」
笑福亭学光「試し酒」
＜吉次のひと言＞世の中が丸くおさまる上手な嘘
のつき方を指南します。他人の子供をほめるのは
むずかしい。まして相手に酒の一杯もおごらせる
べんちゃらとは一体？（子ほめ）。
酔っぱらいが看板後の呑み屋でまだグズグズ言っ
ている。「俺はやるでェ！」「エライ！！」（何も具体的
な事は言っていない）。愛すべき酒飲みの健康的
な酒の飲み方（試し酒）。
◎露の吉次（つゆの・きちじ。尼崎市出身。昭和62
年露の五郎兵衛に入門）◎笑福亭学光（しょうふ
くてい・がっこう。徳島県出身。昭和50年笑福亭
鶴光に入門）
レクチャールームにて　14：00～
500円（当日13：00から販売）

■ KEN-Vi名画サロン
４月13日（土）
「ジャコメッティ 最後の肖像」
長く縦に引き延ばされたような人物のブロンズ像

が強烈な印象を残す。スイス出身の芸術家アルベ
ルト・ジャコメッティが晩年に手掛けた肖像画の創
作過程、日々の出来事を美術評論家ジェイムズ・ロ
ードの回顧録から再現。描くほどに苦悩し暴発す
る複雑な天才の素顔と、彼を支える家族、愛人、そ

して日本人哲学者の矢内原伊作らが織りなす複雑
な関係をも描き、アートファンの喝采を浴びた。
＜監督＞スタンリー・トゥッチ
＜出演＞ジェフリー・ラッシュ、アーミー・ハマー
ミュージアムホールにて
①10：30　②13：00　③15：30（各回入れ替え）
１人1,000円　「芸術の館友の会」会員500円
―
■ 県美シネマクラシック
～天才 オーソン・ウェルズの世界～
５月17日（金）
「市民ケーン」
①10：30～　②16：00～
“バラのつぼみ”という最後の言葉を残してこの世
を去った新聞王ケーン。この言葉の謎を探るため
に記者のトンプソンは、生前のケーンを知る５人に
インタビューをするが…。巧みな構成と斬新な映
画技法で世界中の映画ファンを愕然とさせ、後世
の映画製作に絶大な影響を与えた映画史上の金
字塔的作品。（1941年）
＜脚本・監督＞オーソン・ウェルズ
＜出演＞オーソン・ウェルズ、ジョゼフ・コットン、ド
ロシー・カミンゴア

「第三の男」　13：30～
第二次大戦後間もないオーストリアの首都ウィーン
は米・英・仏・ソ連によって分割統治されていた。
三文文士マーチンスは旧友ハリーに仕事を依頼さ
れ大西洋を越えてやってきたが、ハリーは事故で
亡くなっていた。彼の死について調べるマーチンス
は現場に謎の「第三の男」が居合わせたことを知
り、ウィーンの暗黒に踏みこんでいく…。アントン・カ
ラスによる哀愁を帯びたチターのメロディー、名場
面の数々が蘇る。（1949年）
＜監督＞キャロル・リード
＜脚本＞グレアム・グリーン
＜出演＞ジョゼフ・コットン、オーソン・ウェルズ、ア
リダ・ヴァリ
ミュージアムホールにて
１作品800円　２作品1,200円
「芸術の館友の会」会員１作品500円

■勉強会（ピアノと声楽等）
4月14日（日） 14：00開始　
アトリエ1にて　入場料：無料 
主催：クラシック・ミュージック・アカデミー
問合せ先：090-9878-6150
―
■第22回　アンサンブル・フロット定期演奏会
　ヨハネ受難曲全曲
4月21日（日） 14：00開演（13：30開場）
アトリエ1にて
入場料：一般3,500円・学生2,500円（前売り：一般
3,000円・学生2,000円）
主催：一般社団法人　アンサンブル・フロット
問合せ先：050-3598-2138


